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 要  旨 
今までの Web アプリケーションにおいて，Web ブラウザの行う主な処理は，サーバによる処
理結果を表示することであった．しかし，近年では Google Maps や，WebOS，文章作成ソフト
や表計算ソフトのように，高機能化，多機能化した Web アプリケーションが増加している．この
ようなWebアプリケーションは，Webブラウザ側で実行されるJavaScript に一部の処理を任せ，
サーバ側と連携させることによって，Web アプリケーションの利便性を大幅に向上させている．
それに伴い，従来の Web アプリケーションの処理量に比べて，Web ブラウザで行う処理量が非
常に大きくなっている． 
現在，Web アプリケーションの多くは，開発者がサーバ・ブラウザ間で行う処理の分担を手作
業で決定している．しかし，その作業は煩わしく，またサーバ・ブラウザ間の処理分担が適切で
ないと，ユーザへのレスポンスが悪化してしまうという問題がある．また，１つの環境に最適な
分担を行うだけでは，十分なレスポンス性能が得られないことがある．例えば，携帯端末のよう
な Web ブラウザの処理能力が低い端末で Web アプリケーションを実行すると，サーバの資源が
余っているにも関わらず，端末の処理能力が原因でユーザへのレスポンスが悪化する場合がある．
逆に，多数の端末からの接続等でサーバの処理が遅くなると，サーバの処理能力が原因で同様の
問題が発生してしまう．したがって処理分担を適切に行うには，特定の環境に最適な処理分担を
行うだけでなく，様々な環境へ動的に適応するような仕組みが必要である． 
そこで本研究では，Web アプリケーションの処理分担を半自動的に決定し，さらに処理分担の
動的適応を行う機構を提案する．また，既存の Web アプリケーション開発者への支援ツールと
して処理分担機構の設計，実装を行う．サーバと Web ブラウザの処理は同一の言語で記述し，様々
な環境へ対応した分担方法をプロファイリングによって開発段階に事前に何通りか求める．適切
な分担方法の選択は，アプリケーション実行時の環境に応じて動的に決定／変更する． 
本研究では，既存の Web アプリケーションのコードに提案する機構を適用させ，動的適応可能
な Web アプリケーションを作成した．様々な環境で Web アプリケーションの実行時間を取得し
て比較を行った結果，処理分担機構を適用させたことによる動的適応の有用性を確認することが
できた． 
 
